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　コロナ禍のもと、検査、病床の拡充をはじめ、持続
化給付金や家賃支援給付金の第２弾の給付、生活困窮
者への10万円給付、雇用調整助成金のコロナ特例延
長、規制措置に伴う全ての損失は国が全面的に補償を。

全
水
１
０
０
周
年
は
次
な
る

運
動
へ
の
き
っ
か
け
の
年
と
な
る

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑪

岡
山
県
人
権
連
事
務
局
長　

吉
岡
　
　
昇

え
で
、
母
親
か
ら
「
ど
う
思

っ
た
」
と
感
想
を
き
か
れ
、

母
親
と
や
り
取
り
す
る
中

で
、「
こ
こ
に
書
か
れ
て
あ

る
こ
と
が
私
た
ち
の
こ
と

よ
」
と
教
え
ら
れ
た
の
が

「
部
落
問
題
」
に
触
れ
る
き

っ
か
け
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
近

く
の
隣
保
館
で
子
ど
も
会
が

あ
り
、
夏
休
み
に
は
地
域
の

里
帰
り
し
て
い
た
大
学
生
が

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
勉
強

会
を
し
た
り
、
時
に
は
他
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

遠
足
に
い
っ
た
り
し
て
い

た
。
中
学
に
入
り
友
達
と
の

会
話
で
他
の
地
域
に
隣
保
館

が
な
い
こ
と
や
、
夏
休
み
の

勉
強
会
も
な
い
こ
と
を
は
じ

め
て
知
り
、
な
ぜ
だ
ろ
う
と

思
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
を

記
憶
し
て
い
る
。

　

私
も
学
生
の
頃
、
地
域
の

先
輩
た
ち
と
同
様
に
夏
休
み

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
他
の

学
生
た
ち
と
一
緒
に
子
ど
も

た
ち
の
勉
強
等
を
み
た
も
の

だ
。

　

そ
ん
な
私
が
全
解
連
の
専

従
に
な
っ
て
30
数
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
人
生
の
半
分
以
上
を
こ
の

運
動
の
中
で
過
ご
し
た
こ
と

に
な
る
。
全
解
連
時
代
、
部

落
問
題
解
決
の
あ
る
べ
き
姿

を
示
し
た
「
21
世
紀
を
め
ざ

す
基
本
方
向
」
等
を
議
論
す

る
中
で
部
落
問
題
解
決
に
関

す
る
確
信
を
持
つ
こ
と
も
で

き
た
。
そ
し
て
い
ま
や
社
会

問
題
と
し
て
の
部
落
問
題
は

基
本
的
に
解
決
し
た
時
代
を

　

私
が
は
じ
め
て
「
部
落
問

題
」
に
触
れ
た
の
は
小
学
４

～
５
年
生
の
頃
だ
っ
た
と
記

憶
し
て
い
る
。
当
時
、
母
親

と
一
緒
に
近
く
の
市
立
商
業

高
校
の
文
化
祭
に
行
き
、
た

ぶ
ん
「
部
落
研
」
の
ブ
ー
ス

に
立
ち
寄
っ
て
印
刷
さ
れ
た

配
布
用
紙
を
持
ち
帰
り
、
家

で
難
し
く
て
読
め
な
い
漢
字

は
母
親
に
尋
ね
な
が
ら
書
か

れ
て
い
た
内
容
を
読
ん
だ
う　

国
連
の
特
別
報
告
者
ら
や

国
連
人
権
理
事
会
の
恣
意
的

拘
禁
作
業
部
会
か
ら
も
、

「
国
際
人
権
規
約
に
反
す

る
」
と
厳
し
く
批
判
さ
れ
て

い
る
、
入
管
法
「
改
正
」
案

が
４
月
16
日
、
衆
議
院
で
審

議
入
り
し
ま
し
た
。

　

入
管
法
「
改
正
」
案
で
特

に
批
判
さ
れ
て
い
る
の
が
次

の
点
で
す
。
難
民
等
の
帰
国

で
き
な
い
事
情
を
持
つ
外
国

人
の
人
々
が
強
制
送
還
を
拒

ん
だ
場
合
に
刑
事
罰
を
科

す
。
難
民
条
約
等
の
国
際
法

に
反
し
て
難
民
認
定
申
請
者

を
強
制
送
還
で
き
る
よ
う
例

外
規
定
を
設
け
る
、
と
い
う

も
の
で
す
。

　

自
由
法
曹
団
は
４
月
１

日
、「
廃
案
を
求
め
る
声

明
」
で
、
長
期
収
容
が
解
消

さ
れ
る
法
的
な
保
証
が
全
く

な
い
ば
か
り
か
、
現
行
の
出

入
国
管
理
制
度
の
問
題
を
無

視
し
、
外
国
人
に
対
す
る
必

要
な
支
援
を
行
わ
な
い
一
方

で
、
刑
事
罰
を
背
景
と
し
た

強
権
的
な
管
理
を
強
め
る
も

の
、
と
批
判
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
や
立
憲
民
主

党
な
ど
野
党
は
２
月
18
日
、

難
民
等
保
護
法
案
・
入
管
法

改
正
案
共
同
で
参
院
に
提
出

し
て
い
ま
す
。
筆
頭
発
議
者

の
石
橋
議
員
は
、
日
本
で
２

０
１
９
年
に
難
民
申
請
者
１

万
人
の
う
ち
認
定
さ
れ
た
の

は
わ
ず
か
０
・
４
％
に
あ
た

る
44
人
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
「
本
来
で
あ
れ
ば
難
民
と

し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
方

々
、
保
護
す
べ
き
方
々
が
わ

が
国
で
は
保
護
さ
れ
て
い
な

難民支援協会（JAR）より

差別の要素が強い入管「改正」案
廃案に向け、野党は共同対案を提出

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
が
第
４
波
と
な
る
中
で
、消
毒
、マ

ス
ク
着
用
、
換
気
な
ど
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
、
岡
山
県
地
域

人
権
運
動
連
絡
協
議
会
第
18
回
定
期

総
会
が
４
月
24
日
、
岡
山
県
民
主
会

館
Ａ
Ｂ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
中
島
純
男
県

連
議
長
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
く
中
で
の
参
加
に

感
謝
し
た
上
で
、「
２
０
２
２
年
３

月
は
全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
周

年
、
２
０
２
３
年
５
月
は
岡
山
県
水

平
社
創
立
１
０
０
周
年
と
な
る
。
１

０
０
周
年
に
向
け
て
準
備
を
す
す
め

る
総
会
に
し
た
い
」
と
述
べ
、
運
動

方
針
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
ほ
し

い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

吉
岡
昇
事
務
局
長
は
、
こ
の
１
年

間
の
取
り
組
み
の
総
括
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
も

と
で
、
国
の
持
続
化
給
付
金
、
家
賃

支
援
給
付
金
や
自
治
体
の
給
付
金
な

ど
に
関
す
る
相
談
活
動
や
み
さ
お
や

ま
の
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
な
ど
地
域

の
活
動
を
紹
介
し
、
今
後
も
当
分
コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
活
動
が
困
難
に
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
が
、
人
権
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
、
組
織
財
政
検

討
、
水
平
社
１
０
０
周
年
に
向
け
、

運
動
の
先
達
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
を

し
て
い
き
た
い
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

本
総
会
に
は
、
県
下
各
地
の
自
治

体
、
議
会
、
教
育
委
員
会
、
各
種
団

体
、
全
国
人
権
連
各
都
府
県
連
等
か

ら
連
帯
と
激
励
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
会
場
に
張
り
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
内
、
全
国
人
権
連
常

任
幹
事
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
26
人
と
委
任
状

17
通
。

　

コ
ロ
ナ
問
題
の
早
期
収
束
と
憲
法

に
基
づ
く
に
政
治
や
地
域
づ
く
り
に

向
け
取
り
組
み
、
水
平
社
１
０
０
周

迎
え
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
は
全
水
創
立

１
０
０
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
あ
る
。
２
０
２
３
年
に

は
岡
山
県
水
平
社
創
立
か
ら

１
０
０
周
年
と
な
る
。
水
平

社
は
自
主
的
自
覚
的
大
衆
組

織
と
し
て
誕
生
。
紆
余
曲
折

の
末
、
今
日
の
全
国
人
権
連

の
運
動
へ
と
継
承
さ
れ
て
き

た
。
全
国
人
権
連
は
「
地
域

人
権
憲
章
」
を
提
唱
し
、
新

た
な
運
動
の
あ
り
方
を
模
索

し
続
け
て
い
る
。
全
国
水
平

社
創
立
１
０
０
周
年
は
、
運

動
を
振
り
返
る
だ
け
で
は
な

く
、
更
に
次
な
る
時
代
へ
飛

躍
す
る
運
動
の
き
っ
か
け
の

年
と
な
る
こ
と
だ
ろ
う
。

い
こ
と
が
根
本
的
な
問
題
」

と
会
見
で
指
摘
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
の
藤
野
保
史

議
員
は
16
日
の
衆
院
本
会
議

で
、
一
定
要
件
を
満
た
す
人

に
入
管
施
設
外
で
の
生
活
を

認
め
る
「
監
理
措
置
制
度
」

は
、
入
管
の
裁
量
次
第
で
、

「
長
期
収
容
が
改
善
す
る
保

証
は
な
い
。
収
容
の
要
否
等

へ
の
裁
判
所
の
関
与
、
収
容

期
間
の
上
限
設
定
こ
そ
必
要

だ
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

年
の
教
訓
を
新

た
な
運
動
の
前

進
に
つ
な
げ
よ

う
と
す
る
総
会

宣
言
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
役
は
次
の

通
り
で
す
。

議
長
／
中
島
純

男
、
副
議
長　

的
山
実
次
／
長

田
悟
／
藤
澤
末

博
／
竹
本
桂
子

／
村
上
雅
彦
／

竹

内

嘉

寿

子

（
新
）
、
事
務

局
長
／

吉

岡

昇
、
事
務
局
次

長
／
田
中
金
一

／
中
島
正
智
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